
2017 . 12市政だより 天草   No.272 23

T r e a s u r e  I s l a n d  T O P I C S

問い合わせ先

牛  深☎732111・有  明☎531111
御所浦☎672111・倉  岳☎643111
栖  本☎663111・新  和☎462111
五  和☎321111・天  草☎421111
河  浦☎761111

天草市役所・市庁舎別館 ☎㉓1111
〒863-8631 天草市東浜町8番1号
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　健康増進や生活習慣病予防のための優れた
啓発や取り組みを行った企業や団体を表彰す
る「健康寿命をのばそう！アワード」。この
ほど、市が平成27年11月から始めた住民主
体の“通いの場”の取り組みが評価され、厚
生労働大臣賞を受賞しました。
　週に１回以上、地域の仲間で集まって楽し
く健康づくりに取り組んでいる皆さんあって
の受賞です。おめでとうございます。

第６回健康寿命をのばそう！アワード
“通いの場”の取り組みに大臣表彰
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宝島のわだい

お得がいっぱい！
健康ポイント事業

ワンコインで楽しむ
市民シアター
世界遺産登録への道

あまくさン／スポーツ大好きっ子

みんなの広場

くらしの情報

市民のひろば

健康ごよみ

天草の潮汐／行政相談所を開設

休日在宅病・医院／水道修繕当番店

いきいき健康

主な内容Contents

12月号
平成29年

※写真下は氏名、住所、年齢、
受章種別、主要経歴。

ごろう

金子 悟郎 さん
亀場町亀川・76歳
○叙旭日小綬章
元本渡市議会議員

とみやす

森 冨易 さん
御所浦町御所浦・78歳

○褒藍綬褒章
民生委員・児童委員

たかお

長島 隆男 さん
志柿町・69歳
○褒藍綬褒章
調停委員

ま　さ　こ

渡邉 眞佐子 さん
本渡町広瀬・76歳
○叙瑞宝双光章
瀬戸保育園園長

かつくに

岩﨑 勝國 さん
五和町二江・78歳
○叙旭日双光章
元五和町議会議員
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　12年前から近所の本戸公園（中村町）の美
化活動を続けている端場賢吾さんが、都市公
園の環境美化に貢献したとして、10月27日、
国土交通大臣から表彰を受けました。
　孫たちに自分の姿を見て健全に育ってほし
いとの思いからごみ拾いやトイレ掃除を始め
た端場さん。「表彰はありがたい。今では日
課になり、気持ちも張って風邪をひきません」
と話していました。

▲ボランティアで公園の清掃をする端場さん

清掃活動の功労に対し大臣が表彰
長年のボランティア活動に敬意！

※（　）内は前月比
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イ ベントカレンダー

□●天皇誕生日

Amakusan SANTA Journey
～冬の天草を、サンタになって旅しよう。～【～１月13日】
（本渡中央商店街・スマイルパークほか天草島内）

牛深あかね市【～３日（8:30～15:00）】
9：50～16：00（牛深ハイヤ大橋横・芝生広場一帯）
サンタバスツアー「野生のイルカに会いに行こう♪バス」
13：10～16：40（天草宝島国際交流会館ポルト～）

サンタバスツアー「野生のイルカに会いに行こう♪バス」
13：10～16：40（天草宝島国際交流会館ポルト～）
サンタバスツアー「夜の教会を見に行こう！バス」
16：00～19：30（天草宝島国際交流会館ポルト～）
長崎生月島の潜伏キリシタン講演会
13：30～（富津コミュニティセンター〔河浦町〕）

御所浦イルミネーション点灯式
16：00～（御所浦物産館しおさい館周辺）
サンタバスツアー「野生のイルカに会いに行こう♪バス」
13：10～16：40（天草宝島国際交流会館ポルト～）
サンタバスツアー「夜の教会を見に行こう！バス」
16：00～19：30（天草宝島国際交流会館ポルト～）

天草と長崎の凧展【～２月４日】 9：00～17：00（天草文化交流館）
サンタバスツアー「野生のイルカに会いに行こう♪バス」
13：10～16：40（天草宝島国際交流会館ポルト～）
サンタバスツアー「夜の教会を見に行こう！バス」
16：00～19：30（天草宝島国際交流会館ポルト～）

日本の宝島“天草”づくり講演会
10：00～（栖本福祉会館）
フットパスモニターツアー
9：00～（楠甫地区コミュニティセンター〔有明町〕）

牛深総合センター自主文化事業
「人生まだまだ捨てたもんじゃない」
14：00～（牛深総合センター）

第40回 碇石ふるさと祭り
8：30～（碇石地区コミュニティセンター〔新和町〕）
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　11月５日、有明町の大浦地区コミュニティ
センター船津分館一帯で「第12回大浦ふれ
あい祭り」が開催され、住民ら約250人が
来場しました。同地区振興会が主催し、タコ
飯や新鮮な地魚、農産物などの出店のほか、
分館では園児や児童が書いた絵や書道、住民
手作りのステンドグラスや写真などの展示も
ありました。午後からは牛深ハイヤ踊りも披
露され、会場は大いに盛り上がりました。

　10月28日、天草市民センターで「熊本天
草幹線道路の早期完成を求める島民集会」が
開催されました。同幹線道路の一部である「第
二天草瀬戸大橋（仮称）」の着工に合わせて地
元促進期成会などが主催したもの。
　漁協職員や消防署員、ホテル関係者が、「新
鮮な産品を運ぶため、時間とコストがかかっ
ている」「救急搬送時の患者への負担を改善
して欲しい」などの現状や観光振興への期待
を訴え、１日も早い完成を要望していました。

▲早期完成を祈念するがんばろう三唱

熊本天草幹線道路の早期完成を求める島民集会
“命の道路”早期完成を！

▲多くの来場者でにぎわうようす

第12回　大浦ふれあい祭り開催
お腹もいっぱい　心もいっぱい

　10月28日、「河浦図書館開館30周年記念
事業“活版印刷ワークショップ”」が同館で開
催され、30人が参加しました。16世紀に天
正遣欧少年使節団が河浦に持ち帰った活版印
刷機を身近に感じて欲しいと実施したもの。
　講師に九州活版印刷所の長島裕介さんを招
いて、活版ポスター作りに挑戦。参加者は自
分だけの１枚を完成させ、「額に入れて家に
飾りたいです」と話していました。

▲完成したポスターに満足する参加者 ▲コーラスを披露する参加者

河浦図書館開館30周年記念事業
自分だけの１枚を完成

　10月29日、「宮田地区文化祭」が倉岳町
の宮田体育館と同地区コミュニティセンター
で開かれ、地域住民約200人が来場しまし
た。同地区振興会が、住民の文化活動の発表
の場と文化・芸術にふれる機会づくりを目的
に開催し、今年で６回目。舞踊やコーラス、
カラオケ、マジックショーなどのステージ発
表のほか、絵画や書、手芸品などの展示もあ
り、熱演と力作が芸術の秋を彩りました。

宮田地区文化祭
芸術の秋を彩る

　市が誘致し立地協定を結んだ㈱通宝の製造
工場「天草通宝 Factory」が有明町の赤崎
保育所跡に完成し、11月１日、開所式が行
われました。㈱通宝の塚田一成社長は、「熊
本市以外では初めての製造工場。天草市の地
域発展にも貢献していきたい」とあいさつ。
新たに26人の雇用を生み出した同工場では、
“のり菓子風雅巻き”のほか、天草の食材を
使った加工品も手掛けていく予定です。

　五和町の旧二江小学校敷地内にピザ窯付き
の東屋が完成し、10月14日、地区住民や親
子ら約30人が参加して落成式が行われまし
た。二江まちづくり振興会が地域交流の場と
して整備したもので、式典後にはピザ作りを
体験。参加した子どもたちは焼きたてピザを
ほおばりながら、「自分で作ったピザはおい
しい」「また作りたい」などと笑顔で話して
いました。

▲ピザ生地をのばすようす

東屋とピザ窯が完成
おいしいピザが焼けました！

▲テープカットを行う関係者

天草通宝Factory開所
のり菓子製造工場  操業開始！

　10月21･22日、今年で22回目となる「全
国朝市サミット」が牛深町中心商店街一帯で
開催されました。同サミットに合わせて、「全
国朝市まるごと物産展」も行われ、北海道を
はじめとする全国の朝市が牛深に集結。各地
の特産品が店頭に並びました。長崎県の呼子
朝市のいかしゅうまいや青森県のにんにく、
岩手県のりんごなど、会場はお目当ての品を
求める多くの買い物客でにぎわいました。

▲各地の特産品が並んだ通りのようす ▲園児によるかっぱ体操

全国朝市サミット2017in牛深
牛深に全国各地の朝市が集結！

　11月5日、栖本総合グラウンドで「栖本
かっぱ祭り」が開催されました。栖本地区振
興会が、地域に伝わるかっぱ伝説をまちづく
りに生かそうと毎年開催しており、今年で
19回目。保育園児のかっぱ体操や小学生に
よるかっぱ太鼓などが披露されたほか、地元
でとれた野菜やみかん、天草大王の炭火焼き
などの出店もあり、会場は町内外の来場者で
にぎわっていました。

栖本かっぱ祭り開催
いろんなかっぱが芸を披露
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健康への始めの一歩

市の健康に関する現状は・・・

日ごろから運動に取り組んでいますか？

□１日30分以上の運動の頻度□１人当たりの医療費の推移（国民健康保険）

１人当たりの医療費は、年々増加しています
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健康ポイント事業

天草市
県

健康増進計画
アンケートより

出典：国保事業年報

お得がいっぱい！
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　運動をしたり、健康診断を受けるなど、健康づくりの
取り組みをするとポイントがもらえ、1,000ポイント達
成で商品券と交換できる「健康ポイント事業」。今年度
も約3,600人がこの事業に参加し、それぞれが目標を掲
げて健康づくりに励んでいます。
　12月から次の申し込みが始まります。さぁ、次はあ
なたの番です。

　医療費の推移を見てみると、年々増加しており、本市
は県平均を３万円ほど上回っています。健康のためには、
バランスのとれた食事と休養、そして適度な運動が必要
ですが、市が実施したアンケートで「週２日以上30分
以上の運動をしている」と答えた人は３割ほど。５割を
超える人が「運動していない」と答えています。

健康のために、運動が大切なことは分かっているけど…
運動を心がけているけどなかなか続かない…
　こんな皆さんの気持ちを、少しでも後押しして、健康につなげてもらい
たい。これが、健康ポイント事業です。

★まずは申し込んで、運動を始めるきっかけにしましょう！
　始めの一歩は、行動に移すこと。友達やご家族、職場の皆さんなどを誘って一緒に始めることで、
継続する力にもなります。

★がんばりがポイント（数字）として目に見える
　健康になるためにがんばった記録がポイントとして確認できます。また、取り組みを継続する
“やる気”にもつながります。
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　11月３･４日、御所浦小５･６年生が友好
町村の締結をしている産山村を訪問し、同村
の小学生と交流を深めました。昭和63年の
締結以降、両町村を交互に訪問しており今年
で30回目。うぶやま牧場で行われた交流会
では、記念品を交換し、自己紹介やゲーム、
出し物などを行いました。夕食では、天草の
魚介類や同村の赤牛などをバーベキューで堪
能し、笑顔で交流を深めていました。

▲記念品を交換する児童たち

御所浦町・産山村海山交流活動
友好町村締結から30年

▲生徒たち考案の猪肉入りのうどん

　県の起業体験推進事業モデル校に指定され
た新和中学校。生徒たちは、地元の経営者や
金融機関職員などから起業について学び、天
草を活性化するプランを考えました。
　11月12日には、観光プランや地元食材を
使った商品など７つの企画の発表会が行われ
ました。3年生が考えた企画の１つ、猪肉と
牛深の雑節を使ったうどんが実際に振る舞わ
れ、おいしいと好評でした。

新和中学校　起業体験推進事業発表会
天草を世界にはばたく宝島へ

　11月２日から６日まで、天草市民センタ
ーで「第14回天草大陶磁器展」が開かれま
した。気に入った器でコーヒーが飲めるコー
ナーやろくろ・絵付け体験、屋外では物産展
などもあり、期間中は18,000人を超える人
でにぎわいました。
　熊本市から来た夫婦は、「毎年来ています。
今年はビアカップを選びに来ました」と話し
時間をかけて選んでいました。

▲110窯元の作品を見て回る来場者

第14回天草大陶磁器展
お気に入りの器、みぃつけた！

　11月５日「福連木子守唄＆童謡まつり
2017in天草」が、天草町福連木体育館で開
かれ、家族づれなど約2,000人が来場しま
した。子守唄の保存・継承のため、同まつり
実行委員会が毎年開催しているもの。かすり
の着物を着た天草小学校の児童による「福連
木の子守唄」や今年４月に交流連携協定を締
結した五木村の子守唄保存会による｢五木の
子守唄｣などが披露され、来場者は哀愁漂う
歌声に聞き入っていました。

▲福連木の子守唄を披露する子どもたち

福連木子守唄＆童謡まつり2017in天草
山里に響く歌声


